




要約:肺損傷を軽減する目的で partial liquid ventilation (PLV)を臨床応用する場合に

は、perfluorocarbon の至適投与量を決定する方法を確立しておくことか大切である。そ

こでサーファクタント欠乏摘出肺において空気・生理食塩水・ FC-84 による total liquid

ventilation (TLV)および FC-84 による PLV の圧量関係を解析した。その結果 PLV の圧量

曲線は TLVの吸気脚曲線上から始まり最大吸気位は TLV とほぼ同じ点に収斂すること、そ

の途中の圧量曲線の形状は空気のそれに類似することが判明した。このことより PLV の気

体部分のコンプライアンスが最大となる FC-84の投与量は TLV もしくは空気の圧量曲線の

lower inflection point 近辺にある可能性が示唆された。肺損傷を軽減する目的で PLV

を臨床応用する場合には、本法による至適投与量の決定法が有用であると考えられた。


